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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

２００６年度「ＪＦＡフランチャイズ・チェーンの統計調査」の概要

１１月９日（金）に社団法人日本フランチャイズチェーン協会による２００６年度
フランチャイズ・チェーンの統計調査が発表されました。

・２００６年度国内のフランチャイズ・チェーン数は１，１９４チェーンで、前年比
＋４．２％、４８チェーンが増加。

・総店舗数（直営店と加盟店の合計）は２３万５，４４０店舗で、前年比＋０．４％、
９５１店舗が増加。



・売上高は１９兆６，０３５億円で、前年比＋１．１％、２，１４６億円の増加。

＜業界別動向＞

小売業では「業務用スーパーマーケット」が店舗数（前年比＋２５．８％）売上高
（同＋４７．４％）ともにフランチャイズ分野の中でも最大の伸びとなり、同じカテ
ゴリーの中の「ワンプライス（１００円）ショップ」（店舗数＋４．０％、売上高＋
６．０％）も比較的順調に伸び、他では「ドラッグストア」（店舗数＋２７．０％、
売上高＋８．１％）も順調な伸びとなりました。この分野は、フランチャイズ方式を
テコに業界再編が行われる形勢にあるとのことで、今後も成長が予想されます。

外食業では、ファーストフード関係で「アイスクリーム」が昨年に引き続き最も高
い伸びとなり、また、米国産牛肉の輸入停止により過去２年間苦しんできた牛丼チェ
ーンが勢いを取り戻し「カレー・牛丼」のカテゴリーは店舗数前年比＋１．５％、売
上高前年比＋５．５％となりました。一般レストラン関係では「西洋料理・ステーキ
・ピザ・パスタ」が大きく成長し、店舗数前年比＋１６．６％、売上高＋同９．８％
となりました。他では「喫茶」関係も新規参入チェーンのデータを計上したことによ
り大きな伸びとなりました。

外食フランチャイズの中では、道路交通法の改正により飲酒運転が厳罰化されたこ
とを受けて、店舗数（前年比▲１．０％）と売上高（前年比▲６．１％）は前年に及
ばなかったものの、居酒屋チェーン各社が新業態の開発、新しい立地先の開発などに
積極的に取り組んだ結果チェーン数は増大しました。

サービスのフランチャイズ分野では「クリーンサービス」「リース・レンタルサー
ビス」「住宅建築・リフォーム・ビルメンテナンス」といったカテゴリーが売上高を
伸ばし、また、レンタルボックスなどの新規ビジネスの参入もあり全体的に好調でし
た。

以上が、社団法人日本フランチャイズチェーン協会から発表された２００６年度フ
ランチャイズ・チェーンの統計調査報告の概要です。２００６年度のフランチャイズ
・チェーンのチェーン数、店舗数、売上高についてはいずれも２００５年度発表の前
年比にはおよびませんでしたが、今まで年度により多少の高低はあるものの、フラン
チャイズ・チェーンの売上高は成長率を維持し続けており、今後も更に成長し続ける
ものと予想されると同時にフランチャイズ・チェーンビジネスの強さ・有利性を表す
ものでもあるのです。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

----------------------------------------------------------- 第 ６ 回 -----
【ラ・シェネガ・ブルーバード（LA CIENEGA BLVD）[2] 】
----------------------------------------------------------------------------

「ローリーズ」のある「ラ・シェネガ・ブルーバード」とその付近には、名高いレ
ストランが数多くありますが、代表的なのを紹介しましょう。



◎MATSUHISA（エキサイティング・レストラン）☆☆☆
この店は、いまや世界的に名をはせている「ＮＯＢＵ」の最初の店で、連日盛況で

日本料理の良さをアピールしました。

◎MORTON（エンターテイメント・レストラン）☆☆☆
「ル・メリディアン・ホテル」に併設されている、ステーキとシーフードのレスト

ランで、最高の品質と料理とホスピタリティあふれるサービスを提供しています。

◎GAYLORD（グルメ・レストラン）☆☆☆
インド北部の伝統的な料理を提供しています。入口には巨大な仏陀像、壁にか飾ら

れた儀式用のドレスがインド雰囲気を醸し出しています。「グルメ・レストラン」と
いいますのは、「まさに、グリルを売り物にしていて、調理技術が高く、心から美味
しさを味わえるレストランという意味です。

◎STINKING ROSE（テーマ・レストラン）☆☆
「ニンニク」がテーマのレストランです。店内は「ミケランジェロ・ルーム」とか

「ドラキュラー洞窟」などのテーマのルームがあります。「テーマ・レストラン」と
いいますのは、特定のテーマが表現されているレストラン」という意味です。

◎BENIHANA OF TOKYO（エキサイティング・レストラン）☆☆☆
外観は城郭風で、ステーキ、チキン、ロブスターがメインの鉄板焼で、お客様の目

の前でコックによるクッキングの演出が大人気です。

◎L’ORANGERIE（プレステイジ・レストラン）☆☆☆
ロサンゼルス屈指のフレンチ・レストランで、ビバリー・ヒルズに住む方々が常連

客として知られています。「プレステイジ・レストラン」といいますのは、「名声が
高く、料理の味は最高で、お客様を王侯貴族のようにもてなすレストランで、心から
“ホスピタリティ”を味わえるレストラン」という意味です。

店舗は、ルイ 14 世の後に流行した 17 世紀の建築様式を取り入れたもので、果物の樹
が内装にうまくマッチするようにしてあります。高いアーチを持たせた窓やドアは冬
の間、オレンジの樹を室内でよく育てるためです。建物の中央部にはパティオを配し、
アーチの窓やドアのあたりには、緑のプラントが豊富に取り入れられています。

料理は、伝統的なフランス料理を追随しながら「ヌーベル・キュイジーン」で、フ
レッシュな素材を多く取り入れています。約 30 万ドルの価値があるフランス産のワイ
ンのコレクションはビバリーヒルズの人々に高い評価を博しています。

to be continued
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≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

----------------------------------------------------------- 第 ８ 回 -----

［３］1920～1930 年代 -1-

（１）暗黒大陸と戦争

1920 年代は、1927 年５月 21 日にリンドバークが大西洋無着陸横断飛行に成功し、19
29 年 10 月 24 日に「暗黒の木曜日」といわれています、ニューヨーク株式市場の大暴落
が起こり、経済の大恐慌が始まりました。

1939 年９月５日に第２次世界大戦の勃発、1941 年 12 月７日に太平洋戦争の勃発、19
45 年８月 14 日に太平洋戦争の終了といったように、不景気と戦争に明け暮れた年代で
した。

（２）小売業の動向
1920 年代から 30 年代にかけて熱狂的といえるくらい拡大したチェーンが、40 年代は

停滞もしくは減少を起こしました。これはとりもなおさず、暗黒の木曜日と第２次世
界大戦のなせるワザであると同時に経営基盤の地固めや、店舗に人員を配置すること
が不可能であったこともあげられています。

（３）ゼネラル・マーチャンダイズ・ストア
1902 年創業の総合衣料品のチェーン・ストアである「J.C.ペニー（J.C.Penny）」

は、都市化の発展と共に農村部中心のメール・オーダー・ハウスから店舗販売に転換
していくと同時に、衣料品からＧＭＳへと、「シアーズ」が 1925 年、「モンゴメリー
ワード」が 1927 年に出店を開始し、ＧＭＳ時代の幕開けとなりました。

（４）ボランタリー・チェーンの組織化
チェーン・ストアの発展は、独立小売店に大きな影響を与えずにはおかず、一部の

小売業者は自営のための組織づくりを行いました。小売業者の組織化としては、コー
ペラティブ・チェーンがありましたが、むしろ活発な動きを示したのが、卸売業者が
中心となって組織化を行ったボランタリー・チェーンで、1926 年にＩＧＣ、1931 年に
「レッド・アンド。ホワイト（Red and White）」等でありましたが、食品の分野
だけしか成功せず、チェーン・ストア反対運動へと展開していきました。

（５）マイケル・カレンがスーパー・マーケット（SM）を創造
アメリカの大恐慌の最中に生まれたのが、1930 年のマイケル・カレンによるスーパ

ー・マーケットの第１号である「キング・カレン（King Kullen）」です。彼はセル
フ・サービス方式を採用し、お客様が商品を自由に選択してもらうという楽しさを提
供する反面、スタッフを最小限にとどめ、最低のマージンで、最高の回転率をあげる
ことにより、最大の利益をあげるシステムを創造しました。



マイケル・カレン自らを世界最大の価格破壊者と名乗ったほどであり、大恐慌のあ
おりで買物に苦労している国民を救ったのでした。これに影響され、1936 年に「Ａ＆
Ｐ」が SM に転換したのをはじめ「クローガー（Kroger）」その他の大手食品チェーン
も続々と転向をしていきました。

（６）ロビンソン・パットマン法
チェーン・ストアに反対する運動は、1930 年代にもっとも激しくなり、議会におい

ても調査が実施され、1936 年７月に「ロビンソン・パットマン法」が制定され、大量
仕入にともなう割引に関しては、次の点に要点がおかれました。

（クレイトン法の修正点）
１．大量仕入にともなう割引は、大量仕入によって売手側にもたらされた節約額に見
合う程度以下の場合に限って認められること。

２．このような節約額に見合う割引であっても、その割引の上限が売手側の得意先業
者のうちあまりに少数の者のみに得られる場合には、連邦通商委員会が聴聞を行った
上で禁止し得ること。

（新規に設けられた要点）
１．宣伝奨励金及びその他の得意先業者に対する支払金が、すべての得意先業者にと
って「適度に均等な条件」で支払われるようにしなければ、実質的にこれを禁止する。

２．買い付け業者に対する「仲介料の支払い」、または「仲介料に相当するもの」の
支払いを、例え売手側が買い付け業者との直接取引によって、この仲介料相当分を節
約した場合であっても禁止するというものであった。

to be continued
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≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
フランチャイズ・パッケージ

----------------------------------------------------------------------------

フランチャイザー（本部と呼ぶ）がフランチャイジー（加盟店と呼ぶ）に提供する
ものを総称してフランチャイズ・パッケージと呼んでいます。

フランチャイズ・パッケージは、本部が加盟店に提供するフランチャイズ・ビジネ
スを展開するための経営や運営の仕組みのことです。フランチャイズ契約によって、
フランチャイザーが提供することを約束し、フランチャイジーが対価を支払って利用
する一定の経営システムないし一連のプログラムをいいます。

フランチャイズ・パッケージは、次の三つの要素が有機的に組み合わされて形成さ
れています。



-1- フランチャイザーの商標、マーク、チェーン名などそのフランチャイザーの事業
であることを示す商標（マーク）を使用する権利

-2- フランチャイザーが開発した生産、加工、調理、販売、接客サービス、その他経
営上のあらゆる技術やノウハウを使用する権利

-3- フランチャイザーの経営を維持し、高めるためにフランチャイザーが行う継続的
指導・援助を受ける権利

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

1．「フランチャイズ本部構築セミナー」

日 時 12 月 21 日 金曜日 10 時 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ本部構築を目指す方に、１日間の集中講義でフラン
チャイズ本部構築の手順、ポイントを講義するとともに、演習により
フランチャイズ本部構築の課題を明確にします。

参 加 費 15,000 円

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 12 月 22 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室



セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp
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≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

今年もあとひと月となりました。年の瀬の賑やかさや活気が街中に広がり、まさに
師走です。

ビジネスマンにとっても、１２月は一年の総決算として最後の追い込みに忙しくな
る月です。また、忘年会をはじめ飲む機会が増え、体への負担も一入なこの時期、寒
さも一段と増してきますので、無理は禁物です。「仕事納め｣を笑顔で迎えられるよう
頑張りましょう。

一年の締めくくりに忙しいこの時期ですが、一方で正月を迎える準備も始まります。
12 月 13 日は、 「煤（すす）払い」「正月事始め」です。 「煤払い」とは、その年の
厄を祓い清めて、年神様（新しい年の五穀の豊作を約束してくれる神さま）を迎える
ための正月準備として家の内外を大掃除することをいいます。古くは、この日江戸城
の御煤納めが行われたこともあって、江戸時代には庶民にも定着していったものです。
今では暮れの大掃除という形で残っております。

われわれビジネスマンも、一年の間に溜まった書類やとりあえずの資料が山積して
います。悲喜こもごもの思いが詰まった書類の山ではありますが、暮れには大掃除も
控えています。忙中閑あり。思い立ったが吉日。今年の仕事に思いを馳せつつ、まず
は書類の 「煤払い」から。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。
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